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【部門区分】第１部門第２区分
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【公開日】平成22年5月20日(2010.5.20)
【年通号数】公開・登録公報2010-020
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年3月21日(2012.3.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　雄部材（１０）に突設された差込片（１２）が、雌部材（２０）の差込口（２８）に差
し込まれて紐体（２）を連結するバックル（１）であって、
　前記雄部材（１０）の差込片（１２）は、一対の被係合部（１２ａ，１２ｂ）を備え、
　前記雌部材（２０）は、弾性を有する一本の金属線材で形成されていて、基部（２１）
の両端から屈曲して突出した一対のアーム部（２２ａ，２２ｂ）を備え、この一対のアー
ム部（２２ａ，２２ｂ）には、アーム部（２２ａ，２２ｂ）相互の間隔が弾性変形により
拡縮されることにより前記差込片（１２）の被係合部（１２ａ，１２ｂ）と係脱可能な一
対の係合部（２４ａ，２４ｂ）が、折り曲げ加工により一体的に形成されていることを特
徴とするバックル。
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